
歴
史
資
料
と
し
て
の
日
蓮
聖
人
遺
文
に
つ
い
て

―
―

『南
条
殿
御
返
事
』
中
の

「を
ヽ
は
し
の
太
郎
」
諄
の
検
討

日

は
じ
め
に

日
蓮
聖
人
は
数
多
く
の
著
述
を
残
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
が

「御
遺
文
」
（以
下

「遺
文
」
と
略
称
す
る
）
と
称
さ
れ
て
今
日

ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

遺
文
に
は

『観
心
本
尊
抄
』

『開
目
抄
』
と
い
っ
た
日
蓮
聖
人
独
発
の
教
義
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
や
、
信
者
方
に
送
ら
れ
た

書
簡
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
特
徴
的
な
こ
と
は
書
簡
の
中
に
も
法
華
経
信
仰
に
関
わ
る
教
義
的
な
文
章
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
さ
ら
に
聖
人
が
文
章
を
成
す
に
際
し
て
記
述
の
中
に
、
当
時
知
ら
れ
て
い
た
故
事

・
説
話

。
古
典
文
献

・
字
書
な
ど
か
ら
の
引

用
文
の
多

い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
遺
文
は
、
活
動
し
た
時
代
を
特
定
出
来
る
知
識
人
が
書
き
残
し
た
記
録
と
し
て
、
引
用
文
も
含
め
て
貴
重
な
存
在

で
あ
る
と
さ
れ
、
最
近
で
は
遺
文
を
歴
史
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
新
し
い
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

今
日
ま
で
の
遺
文
研
究
の
成
果
は
、
例
え
ば

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
　
歴
史
篇
』
な
ど
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
研
究
者
を
稗
益
し
て

い
る
が
、
公
表
さ
れ
た
研
究
成
果
が
反
映
さ
れ
な
い
な
ど
不
十
分
な
面
も
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

桂
林
学
業
　
第
二
十
二
考
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本
稿
で
は
、
年
時
不
載
後
三
月
二
十
四
日
付

『南
条
殿
御
返
事
』
中
の
大
橋
太
郎
伝
説
の
出
典
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

こ
の

『南
条
殿
御
返
事
』
は
、
『昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第
二
巻

一
一
七
〇
頁
所
載
の
二

一
五
号
遺
文
で
あ
る
が
、
富
士
大

石
寺
蔵
の
宗
祖
真
蹟
で
あ
る
。

内
容
は
、
信
者
の
南
条
時
光
か
ら
帷

一
領
、
塩

一
駄
、
油
五
升
を
送
ら
れ
た
こ
と
へ
の
返
書
で
、
衣
、
塩
、
油
の
功
能
を
記
し
た

後
に
、
こ
れ
は
時
光
の
父
の
故
南
条
七
郎
の
法
華
経
信
仰
の
深
い
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
後
に
筑
紫
の
大
橋
太
郎
父
子

の
話
が
詳
し
く
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一　
大
橋
太
郎
謂
に
つ
い
て

『南
条
殿
御
返
事
』
に
記
さ
れ
た
大
橋
太
郎
の
話
と
は
、

筑
紫
に
大
橋
太
郎
と
い
う
大
名
が
居
た
。
源
頼
朝
公
の
勘
気
を
蒙

つ
て
鎌
倉
由
比
浜
の
土
牢
に
十
二
年
間
捕
え
ら
れ
て
い
た
。
大

橋
太
郎
が
鎌
倉
に
送
ら
れ
る
時
に
妻
に
申
し
た
こ
と
は
、
弓
矢
で
大
将
に
仕
え
る
身
で
あ
る
か
ら
主
人
か
ら
勘
気
を
受
け
る
こ
と
は

歎
き
で
は
な
い
。
し
か
し
家
族
と
別
れ
る
こ
と
は
辛
い
。
そ
れ
以
上
に
子
供
の
無
い
こ
と
が
歎
き
で
あ

つ
た
が
、
懐
妊
し
た
と
聞
い

た
の
で
、
子
供
の
将
来
を
見
届
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
日
惜
し
く
、
そ
の
子
が
成
長
し
た
時
に
父
親
が
居
な
い
と
い
う
歎
き
を
与
え
る

こ
と
を
ど
う
に
も
出
来
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
つ
た
。

や
が
て
男
子
が
誕
生
し
、
七
才
で
勉
学
の
た
め
に
山
寺
に
行
か
せ
た
と
こ
ろ
、
仲
間
の
子
供
達
か
ら
親
無
し
と
笑
わ
れ
た
の
で
、

母
に
父
の
こ
と
を
尋
ね
た
。
母
は
泣
い
て
い
た
が
、
子
が
な
ぜ
父
親
の
こ
と
を
隠
す
の
か
と
責
め
た
の
で
父
の
話
を
し
た
。
子
が
父

の
形
見
は
あ
る
の
か
と
言
う
の
で
、
大
橋
家
の
先
祖
の
日
記
と
子
に
充
て
た
父
自
筆
の
書
状
を
出
し
た
。
子
は
泣
く
ば
か
り
で
あ
つ



た
が
、
母
が
お
前
を
山
寺
に
登
ら
せ
た
の
は
父
親

へ
の
孝
養
の
た
め
で
、
仏
に
花
を
供
え
経
の

一
巻
で
も
読
む
よ
う
に
と
申
し
た
の

で
、
子
は
寺
に
も
ど

っ
て
以
後
家
に
も
帰
ら
ず
、
昼
夜
に
法
華
経
を
読
誦
し
た
の
で
、
法
華
経

一
部
を
暗
誦
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

十
二
才
の
時
、
有
髪
の
ま
ま
で
筑
紫
を
出
て
鎌
倉
に
至
り
八
幡
宮
に
詣
で
て
申
す
こ
と
は
、
八
幡
神
は
応
神
天
皇
と
し
て
現
れ
た
が

本
地
は
霊
山
で
法
華
経
を
説
い
た
教
主
釈
尊
で
、
衆
生
を
救
う
た
め
に
神
と
し
て
現
わ
れ
た
。
自
分
の
願
は
父
の
生
死
を
知
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
願
を
聞
い
て
ほ
し
い
と
、
成
の
時

（午
後
八
時
）
か
ら
寅
の
時

（午
前
四
時
）
ま
で
法
華
経
を
読
み
続
け
た
。
幼
い

読
経
の
声
が
宝
殿
に
響
き
わ
た
っ
た
の
で
、
参
詣
の
人
々
も
帰
る
こ
と
を
忘
れ
て
集
ま

っ
た
。
丁
度
頼
朝
公
の
奥
方
が
参
詣
し
て
い

て
読
経
の
声
が
尊
く
聞
え
た
の
で
経
が
終
る
ま
で
居
ら
れ
た
が
、
名
残
り
惜
し
く
て
子
供
の
後
を
つ
け
さ
せ
た
。
頼
朝
公
に
話
し
た

と
こ
ろ
、
公
は
子
供
を
召
し
出
し
て
持
仏
堂
で
読
経
さ
せ
た
が
、
翌
日
も
経
を
読
ま
せ
て
い
た
と
こ
ろ
館
の
西
の
門
で
人
が
騒
い
で

お
り
、
今
日
は
囚
人
の
首
が
切
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
子
供
は
そ
れ
を
聞
い
て
自
分
の
こ
と
と
思
い
合
せ
て
涙
を
流
し
た
の

で
、
頼
朝
公
は
怪
し
ん
で
事
情
を
聞
い
た
と
こ
ろ
子
供
は
こ
れ
ま
で
の
事
情
を
す
べ
て
話
し
た
。
公
は
梶
原
景
時
に
大
橋
太
郎
と
い

う
囚
人
を
召
し
出
す
よ
う
に
命
じ
た
が
、
既
に
刑
場
に
送
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
景
時
が
刑
場
に
走
り
命
令
を
叫
ん
だ
と
こ

ろ
、
丁
度
役
人
が
刀
を
抜
い
た
と
こ
ろ
で
大
橋
太
郎
の
命
は
救
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
頼
朝
公
は
子
に
種
々
の
布
施
を
与
え
、

大
橋
太
郎
の
命
を
助
け
る
の
み
な
ら
ず
、
も
と
の
領
地
を
も
安
堵
し
た
の
で
あ
る
。

と
い
う
孝
子
が
父
親
の
命
を
救

っ
た
物
語
で
あ
る
。

さ
て
大
橋
太
郎
の
話
は
、
こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
記
述
を
さ
れ
て
い
る
が
、
鎌
倉
幕
府
の
歴
史
を
記
し
た

『吾
妻
鏡
』
に
は
大
橋

太
郎
の
名
は
見
え
ず
、
後
掲
の

『大
橋
家
伝
』
に
見
え
る

「文
治
二
年
三
月
四
日
」
の
条
を
見
て
も
大
橋
太
郎
と
は
無
関
係
な
記
事

が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
大
橋
太
郎
諄
が
宗
祖
の
創
作
で
な
け
れ
ば
、
宗
祖
は
ど
の
よ
う
な
資
料
か
ら
大
橋
太
郎
の
話
を
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

歴
史
介
計
と
し
て
の
日
立
聖
人
逍
人
に
つ
い
て



つヽ
か
。

一
一　
大
橋
太
郎
諄
に
つ
い
て
の
註
釈
書

『南
条
殿
御
返
事
』
に
つ
い
て

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
　
歴
史
篇
』
で
は
、

異
称

『大
橋
書
』
『大
橋
太
郎
書
』
『南
条
大
橋
太
郎
抄
』
。
系
年

「後
三
月
二
十
四
日
」
と
あ
る
の
で
建
治
二
年

（
〓
一七
工Ｃ
。

（中
略
）
真
蹟
全
二
二
紙
。
真
蹟
の
丁
付
は

一
七
が
重
複
し
て
い
て
以
下
三

一
に
い
た
る
。
第
二
〇
紙
に
当
る

一
紙
が
閉
失
、

他
は
す
べ
て
富
士
大
石
寺
蔵
。
（中
略
）
充
所
は

「南
条
殿
」
＝
時
光
。
時
光
が
帷

一
・
塩

一
駄

・
油
五
升
を
送
り
届
け
た
の

に
対
す
る
書
状
。
は
じ
め
に
帷

・
塩

・
油
の
功
能
を
述
べ
、
こ
の
供
養
は
、
故
南
条
七
郎
の
法
華
経
信
奉
の
深
き
こ
と
の
あ
ら

わ
れ
る
か
と
し
、
（中
略
）
次
い
で
、
筑
紫
の
大
橋
太
郎
親
子
の
話
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
（中
略
）
こ
の
大
橋
太
郎
の
子
の

孝
養
諄
は
か
な
り
著
名
な
話
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
記
録
し
た
も
の
で
最
も
古
い
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
書
状
で
あ
る
。

と
あ
る
。
さ
ら
に
同
辞
典

「大
橋
太
郎
」
の
項
を
見
る
と
、

九
州
の
武
士
、
御
家
人
と
思
わ
れ
る
。
（中
略
）
日
蓮
は
中
国
の
孝
子
諄
を
し
ば
し
ば
引
用
し
た
が
、
日
本
の
そ
れ
は
こ
の
話

が
唯

一
の
引
用
。
日
蓮
以
前
に
こ
の
孝
子
諄
が
文
章
化
さ
れ
書
承
さ
れ
た
事
例
は
ま
だ
み
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
日
蓮
の
当

時
、
鎌
倉
で
は
こ
の
話
が
口
承
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
日
蓮
が
書
状
に
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
あ
る
。

前
掲
辞
典
以
前
の
遺
文
解
説
書
で
あ
る

『日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
『日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
な
ど
は
、
『本
化
聖
典
大
辞

林
』
を
参
照
し
て
、
大
橋
太
郎
は
平
通
貞
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

『本
化
聖
典
大
辞
林
』
は
、
日
達

（
王
ハ
七
四
～
一
七
四



七
）
述
の

『鷹
峰
群
諄
』
を
引
い
て
解
説
す
る
も
の
の
実
は
禅
智
院
日
好
の

『録
内
拾
遺
』
を
参
照
し
た
説
明
で
あ
る
。

『録
内
拾
遺
』
の

「南
条
殿
御
返
書
赫
脇
課
ど

に
面
、

当
書
大
橋
太
郎
事
跡
古
来
不
レ知
二本
説
一近
年
大
野
陰
居

一
妙
院
日
尭
上
人
偶
到
二
南
紀
一於
二彼
地
一対
二
鯰
江
氏
正
休
医
生
一其

人
本
姓
大
橋
即
持
二家
譜
井
大
橋
記
五
十
巻
一其
中
今
書
事
跡
具
有
レ之
全
同
也
　
正
休
慇
語
二
日
尭
一日
尭
筆
二記
之
一　
予
見
二其

筆
記
一略
示
レ姦
而
己

と
あ

っ
て
、　
一
妙
院
日
尭
師
が
南
紀
州
で
医
生
の
鯰
江
正
休
に
出
会

っ
た
。
正
休
は
本
姓
大
橋
氏
で
家
譜
井
大
橋
記
五
十
巻
を
所
持

し
て
い
た
。
そ
の
中
に
大
橋
父
子
の
話
が
あ
り
、
日
尭
師
は
そ
れ
を
筆
写
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に

『録
内
拾
遺
』
の
編
者
の
日
好
師

が

『東
鑑
』
『源
平
盛
衰
記
』
『平
家
物
語
』
『保
元
記
』
『大
系
図
』
な
ど
を
参
考
に
本
遺
文
の
解
説
を
著
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
家
系
は

元
祖
平
秀
房
桓
武
第
十
二
後
葉
号
二進
三
良
太
夫
一、
第
二
世
家
貞
能
検
非
違
使
従
五
位
下
左
兵
衛
督
筑
後
刺
史
　
第
三
世
貞
能

検
非
違
使
肥
後
守
　
第
四
世
通
貞
号
二
大
橋
太
郎
左
兵
衛
門
尉
一母
尾
張
国
原
太
夫
高
春
娘
也
　
私
云
東
鑑
十
七
云
尾
張
国
住
人

原
太
夫
高
春
者
上
総
介
広
常
甥
又
薩
摩
守
忠
度
外
舅
已
上
、
第
五
世
貞
経
童
名

一
妙
麻
呂
母
肥
後
鍋
谷
之
庄
司
娘
也

と
あ

っ
て
、
貞
経
に
つ
い
て

文
治
二
年
丙
午
貞
経
在
レ胎
及
二
七
月
一時
父
通
貞
篤
二頼
朝
一被
レ執
至
二建
久
八
年
丁
巳
一歴
二
十
二
年
一在
二鎌
倉
松
葉
谷
土
獄
・

貞
経
十
二
歳
従
二
肥
後
国
一至
二鎌
倉
一於
一一人
幡
宮
一誦
二法
華
一逢
二頼
朝
父
子
一幸
免
賜
二本
領
尾
張
国
中
嶋
海
辺

一
郡
一建
保
七
年

改
元
承
久
七
月
兵
庫
頭
頼
茂
有
一一違
勅
罪
一自
殺
　
貞
経
篤
二頼
茂
親
族
一刑
及
二斬
殺
一至
Ｌ
一条
川
原
一時
震
雷
鬼
神
放
レ光
護
レ之

官
人
驚
奏
レ宥
蒙
レ許
帰
二故
郷
愛
知
郡
中
根
邑
一造
二
精
舎
一号
二法
華
寺
一常
以
二
法
華
読
誦
一篤
レ業
　
正
嘉
元
年
丁
巳
六
月
十

一

日
逝
七
十
二
歳
法
名
号
二本
蓮
寺
・

産
史
介
料
と
し
て
の
日
立
聖
人
逍
大
に
つ
い
て



と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
橋
太
郎
の
子
の
貞
経
は
、
母
の
胎
内
に
居
て
七
ケ
月
の
時
、
父
は
頼
朝
の
篤
に
鎌
倉
松
葉
谷
の
土
牢

に
捕
わ
れ
、
以
後
十
二
年
間
幽
閉
さ
れ
た
。
貞
経
は
十
二
才
に
な
っ
て
肥
後
国
か
ら
鎌
倉
に
出
て
鶴
岡
八
幡
宮
で
法
華
経
を
読
誦
し

て
い
た
と
こ
ろ
頼
朝
に
逢
い
、
父
通
貞
も
許
さ
れ
て
尾
張
国
中
嶋
海
辺

一
郡
を
賜

っ
た
。
そ
の
後
承
久
元
年
七
月
に
至
り
親
族
の
兵

庫
頭
頼
茂
が
違
勅
罪
に
よ
っ
て
自
殺
し
た
こ
と
か
ら
貞
経
も
斬
殺
の
刑
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
刑
場
の
三
条
川
原
に
至
っ
た
と
こ
ろ
、

激
し
い
雷
が
起
り
役
人
も
驚
い
て
貞
経
の
許
を
乞
い
、
故
郷
の
中
根
邑
に
帰
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
法
華
寺
を
建
立
し
て
法
華

経
を
読
誦
す
る
こ
と
を
業
と
し
て
正
嘉
元
年

（
〓
一五
七
）
六
月
十

一
日
七
十
二
才
で
死
去
、
本
蓮
寺
と
称
す
、
と
あ
る
。
す
な
わ

ち
貞
経
の
父
の
大
橋
太
郎
通
貞
は
刑
死
寸
前
で
罪
を
許
さ
れ
た
が
、
子
の
貞
経
も
同
様
に
刑
死
の
寸
前
で
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『録
内
拾
遺
』
に
は
年
時
も
入

っ
た
詳
し
い
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
前
記
の

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
』
に
は
記
述
さ

れ
て
は
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
現
在
我
々
が
参
照
出
来
る
註
釈
書
は
い
ず
れ
も

『録
内
拾
遺
』
を
参
照
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

〓
一　
南
条
殿
御
返
事
と
大
橋
家
伝
と
の
比
較

さ
て

『録
内
拾
遺
』
に
記
さ
れ
た

「大
橋
家
譜
井
大
橋
記
」
と
い
う
文
献
は
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『日
蓮
聖
人
御
遺
文
辞
典
』
に
は
、
「
日
蓮
の
当
時
、
鎌
倉
で
は
こ
の
話
が
口
承
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
日
蓮
が
書
状
に
記
し
た
と

考
え
ら
れ
る
」
と
あ
る
が
、
聖
人
が
自
ら
記
さ
れ
た
書
状
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
橋
太
郎
の
話
は
単
に
伝
承
さ
れ
て
い

た
昔
話
を
書
か
れ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
人
々
の
目
に
見
え
る
記
録
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。



「大
橋
」
と
い
う
姓
を
よ
り
ど
こ
ろ
に

『国
書
総
目
録
』
で
検
索
す
る
と
、
『大
橋
家
伝
並
系
図
』
と
呼
ば
れ
る
写
本
が
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
そ
こ
で
同
写
本
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
写
本
は

『肥
後
古
記
集
覧
』
全

十
九
冊
中
第
五
冊
に

「隈
府

一
日

一
萬
句
連
歌
」
「木
山
紹
宅
赤
井
城
記
」
「加
来
氏
家
博
」
と
共
に
収
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『肥
後
古
記
集
覧
』
は
、
大
石
真
磨
に
よ
っ
て
文
政
四
～
五
年

（
一
八
二
一
～
一
こ

に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
肥
後
細
川
領
に
関
す

る
軍
記

・
系
図

・
地
誌
な
ど
を
書
写
編
集
し
た
も
の
で
全
三
十
五
巻
の
資
料
集
で
あ
る
。

史
料
編
纂
所
蔵

『大
橋
系
図
井
博
平
ど

の
末
尾
に
は
、

右
、
大
橋
家
博
出
・卜
錦
嚢
一移
レ文
　
今
村
井
武
あ
き
騰
写
而
博
レ予
也
　
予
列
二千
帖
中
瑞
備
二千
後
日
遺
忘
一畢

干
時
文
政
四
年
十
二
月
八
日
　
真
麿

と
あ

っ
て
、
文
政
四
年

（
一
人
三
こ

十
二
月
八
日
に
大
石
真
麿
が
村
井
武
あ
き
が
騰
写
し
た
本
資
料
を
後
日
の
為
に
編
纂
し
た
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

『大
橋
家
伝
並
系
図
』
（以
下

『家
伝
』
と
略
称
す
る
）
の
家
伝
の
部
分
に
大
橋
太
郎
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の

部
分
と

『南
条
殿
御
返
事
』
の
大
橋
太
郎
諄
の
部
分
を
長
文
で
は
あ
る
が
、
以
下
に
併
記
し
て
比
較
し
て
み
た
い
。

（
一
）（南
条
殿
御
返
事
）

つ
く
し

（筑
紫
）
に
を

ゝ
は
し
の
太
郎
と
申
し
け
る
大
名
あ
り
け
り
。
大
路
ど
の
の
御
か
ん
き
を
か
ほ
り
て
、
か
ま
く
ら
ゆ
ひ

の
は
ま
、
つ
ち
の
ろ
う

（土
牢
）
に
こ
め
ら
れ
て
十
二
年
。
め

，
し
は
じ
め
ら
れ
し
と
き
、
つ
く
し

（筑
紫
）
を
う
ち
い
で
し
に
、

ご
ぜ
ん

（御
ユじ

に
む
か
ひ
て
申
せ
し
は
、
ゆ
み
や

（弓
生じ

と
る
み

（身
）
と
な
り
て
、
き
み
の
御
か
ん
き
を
か
ほ
ら
ん
こ

晨
史
介
料
と
し
て
の
日
立
聖
人
逍
人
に
つ
い
て



と
は
な
げ
き
な
ら
ず
。
又
ご
ぜ
ん
に
を
さ
な

（幼
）
く
よ
り
な
れ

（馴
）
し
か
ば
、
い
ま
は
な
れ
ん
事
い
う
ば
か
り
な
し
。
こ

れ
は
さ
て
を
き
ぬ
。
な
ん
じ

（男
子
）
に
て
も
、
に
よ
し

（女
子
）
に
て
も
、　
一
人
な
き
事
な
げ
き
な
り
。
た
だ
し
く
わ
い
に

ん

（懐
妊
）
の
よ
し
か
た
ら
せ
給
。
を
う
な
ご

（女
子
）
に
て
や
あ
ら
ん
ず
ら
ん
。
を
の
こ
ご

（男
子
）
に
て
や
候
は
ん
ず
ら

ん
。
ゆ
く

へ
を
み
ざ
ら
ん
事
く
ち
を
し
。
又
か
れ
が
人
と
な
り
て
、
ち

ゝ

（父
）
と
い
う
も
の
も
な
か
ら
ん
な
げ
き
、
い
か
が

せ
ん
と
を
も
へ
ど
も
力
及
ば
ず
、
と
て
い
で
に
き
。
か
く
て
月
ひ

（日
）
す
ぐ
れ
、
こ
と
ゆ
へ
な
く
生
に
き
。
を
の
こ
ご
に
て

あ
り
け
り
。

（大
橋
家
伝
）

大
橋
家
伝
云
。
文
治
年
中
に
肥
後
国
大
橋
と
云
所
に
動
嚇
柳
釉
鋤
り
．大
橋
左
衛
門
尉
貞
経
と
い
ふ
人
有
、
先
祖
は
桓
武
天
皇
の
皇

子
葛
原
親
王
よ
り
十
二
代
の
後
胤
、
筑
後
守
家
貞
の
孫
に
し
て
、
肥
後
守
貞
能
の
子
な
り
、
は
じ
め
て
肥
後
国
の
代
官
と
成
て

下
向
シ
、
此
所
に
住
し
よ
り
大
橋
と
そ
名
乗
け
る
、
貞
能
か
代
二
平
家
没
落
せ
し
か
ハ
、
貞
能
は
舅
尾
張
国
住
人
原
平
太
夫
高

春
か
方
に
か
く
れ
居
て
、
後
に
は
刺

髪
染
衣
の
姿
と
な
り
終
所
し
れ
さ
り
け
り
ｏ
世
し
つ
ま
り
て
後
、
本
領
の
内
三
拾
余
ケ

所
を
賜
り
、
御
家
人
の
列
に
く
は
へ
給
ふ
、
貞
経
か
妻
ハ
肥
後
国
住
人
鍋
屋
庄
司
か
む
す
め
二
て
美
女
の
き
こ
へ
有
し
か
ハ
、

十
三
の
歳
む
か
へ
と
り
、
年
頃
相
馴
し
か
と
も
子

一
人
も
な
か
り
し
か
は
、
夫
婦
と
も
に
是
を
悲
ミ
、
阿
蘇
山
の
観
世
音
に
ま

う
て
ゝ
い
の
り
け
る
に
、
程
な
く
た

ゝ
な
ら
ぬ
身
と
な
り
け
れ
は
、
貞
経
か
悦
ひ
斜
な
ら
す
と
そ
き
こ
へ
け
る
、
か
ゝ
る
所
に

い
か
な
る
者
の
読
言
に
や
、
貞
経
謀
反
の
企
あ
り
と
訴

へ
け
れ
は
、
源
頼
朝
御
憤
り
浅
か
ら
す
、
文
治
二
年
三
月
四
日
、
梶
原

平
蔵
景
時
を
討
手
と
し
て
指
下
し
、
大
橋
ノ
城
を
責
さ
せ
ら
れ
け
る
に
、
も
と
よ
り
無
実
成
け
れ
ハ
何
の
用
意
も
な
し
、
し
ハ

し
は
防
き
た
ゝ
か
ひ
け
れ
共
や
ミ
／
ゝ
と
せ
め
落
さ
れ
て
、
貞
経
は
終
に
か
ら
め
と
ら
れ
け
り
、
景
時
生
捕
を
引
具
し
て
鎌
倉



に
趣
き
か
く
と
申
上
し
か
は
、
頼
朝
仰
け
る
様
は
、
今
首
を
刻
む
つ
れ
と
も
思
ふ
子
細
有
れ
ハ
と
て
、
梶
原
土
屋
に
仰
せ
て
松

葉
ケ
谷
の
土
の
牢
二
入
ら
れ
け
る
。
貞
経
が
領
地
を
は
梶
原
に
給
り
け
る
、
貞
経
か
妻
は
乳
母
か
ゆ
か
り
有
て
薩
声
国
に
落
行
、

う
き
年
月
を
お
く
り
け
る
に
、
月
重
り
て
男
子
を
ま
を
け
り
、

⌒二
）（南
条
殿
御
返
事
）

七
歳
の
と
し
や
ま
で
ら

（山
寺
）
に
の
ぼ
せ
て
あ
り
け
れ
ば
、
と
も
だ
ち
な
り
け
る
ち
ご
ど
も

（兒
土
Ｃ
、
を
や
な
し
と
わ
ら
ひ

け
り
。
い
へ

（家
）
に
か
へ
り
て
は

ヽ

（母
）
に
ち

ゝ
を
た
づ
ね
け
り
。
は

ゝ
の
ぶ
る
か
た
な
く
し
て
な
く

↑
じ

よ
り
外
の

こ
と
な
し
。
此
ち
ご
申
。
天
な
く
し
て
は
雨
ふ
ら
ず
、
地
な
く
し
て
は
く
さ
を
い
ず
。
た
と
い
母
あ
り
と
も
、
ち

ゝ
な
く
ば
ひ

と

（人
）
と
な
る
べ
か
ら
ず
。
い
か
に
父
の
あ
り
ど
こ
ろ
を
ば
か
く
し
給
ぞ
と
せ
め
し
か
ば
、
母
せ
め
ら
れ
て
云
、
わ
ち
ご

（和
兒
）
を
さ
な
け
れ
ば
申
ぬ
な
り
。
あ
り
や
う
は
か
う
な
り
。
此
の
ち
ご
な
く
な
く
申
や
う
、
さ
て
ち

ゝ
の
か
た
み
は
な
き

か
と
申
せ
し
か
ば
、
こ
れ
あ
り
と
て
、
を

ゝ
は
し

（大
橋
）
の
せ
ん
ぞ
の
日
記
、
な
ら
び
に
は
ら

（腹
）
の
内
な
る
子
に
ゆ
づ

れ
る
自
筆
の
状
な
り
。
い
よ
／
ゝ
を
や
こ
ひ
し
く
て
、
な
く
よ
り
外
の
事
な
し
。
さ
て
い
か
が
せ
ん
と
い
ゐ
し
か
ば
、
こ
れ
よ

り
郎
従
あ
ま
た
と
も
せ
し
か
ど
も
、
御
か
ん
き
を
か
ほ
り
け
れ
ば
み
な
ち
り
う
せ
ぬ
。
そ
の
の
ち
は
い
き
て
や
、
又
し
に
て
や
、

を
と
づ
る
る
人
な
し
、
と
か
た
り
け
れ
ば
、
ふ
し
こ
ろ
び
な
き
て
、
い
さ
む
る
を
も
も
ち
ゐ
ざ
り
け
り
。

（大
橋
家
伝
）

摩
仁
王
丸
と
名
つ
け
、
す
て
に
七
才
二
な
り
け
れ
は
、
同
国
大
御
堂
と
云
寺
に
つ
か
は
じ
手
習
学
問
さ
せ
け
る
に
、
と
も
な
る

産
史
介
料
と
し
て
の
日
立
空
人
邊
大
に
つ
い
て



児
共
摩
仁
王
丸
を
ゆ
ひ
さ
し
て
父
な
し
と
ぞ
呼
に
け
る
、
摩
仁
王
丸
お
さ
な
こ
ゝ
ろ
に
お
も
ひ
け
る
ハ
、
け
に
も
人
に
は
父
あ

り
母
あ
り
、
な
ど
わ
れ
ハ
母
は
か
り
あ
り
て
父
と
て
ハ
な
き
や
ら
ん
と
ふ
し
き
に
お
も
ひ
、
や
か
て
立
帰
り
母
に
逢
て
尋
し
か

ハ
、
母
は
間
に
つ
ら
さ
の
増
り
な
か
ら
、
か
く
す

へ
き
事
な
ら
ね
は
、
過
こ
し
か
た
の
有
ま
し
を
懇
に
か
た
り
つ
ゝ
、
貞
経
か

書
持
大
橋
の
家
系
井
文
と
も
取
出
し
て
見
せ
け
れ
ハ
、
若
は
只
今
有
つ
る
こ
と
の
や
う
に
ふ
し
ま
ろ
ひ
て
ぞ
な
き
け
る
が
、

（一二
）（南
条
殿
御
返
事
）

は
ゝ
い
わ
く
、
を
の
れ
を
や
ま
で
ら

（山
寺
）
に
の
ぼ
す
る
事
は
、
を
や
の
け
う
や
う
の
た
め
な
り
。
佛
に
花
を
も
ま
い
ら
せ

よ
。
経
を
も

一
巷
よ
み
て
孝
養
と
す
べ
し
と
申
せ
し
か
ば
、
い
そ
ぎ
寺
に
の
ぼ
り
て
い
え

へ
か
へ
る
心
な
し
。
書
夜
に
法
華
経

を
よ
み
し
か
ば
、
よ
み
わ
た
り
け
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
ら
に
を
ぼ
へ
て
あ
り
け
り
。
さ
て
十
二
の
と
し
、
出
家
を
せ
ず
し
て
か

み

（髪
）
を
つ
ゝ
み
、
と
か
く
し
て
つ
く
し
を
に
げ
い
で
て
、
か
ま
く
ら
と
申
と
こ
ろ
へ
た
づ
ね
い
り
ぬ
。
八
幡
の
御
前
に
ま

い
り
て
ふ
し
を
が
み
申
け
る
は
、
八
幡
大
菩
薩
は
日
本
第
十
六
の
王
、
本
地
は
霊
山
浄
土
、
法
華
紅
を
と
か
せ
給
し
教
主
繹
箪

な
り
。
衆
生
の
ね
が
い
を
み

（満
）
て
給
が
た
め
に
紳
と
あ
ら
わ
れ
さ
せ
給
。
今
わ
が
ね
が
い
み
て
さ
せ
給
。
を
や
は
生
て
候

か
、
し
に
て
候
か
と
申
て
、
い
ぬ

（成
）
の
時
よ
り
法
華
紅
を
は
じ
め
て
、
と
ら

（寅
）
の
時
ま
で
に
よ
み
け
れ
ば
、
な
に
と

な
く
を
さ
な
き
こ
へ

（啓
）
ほ
う
で
ん

（賓
殿
）
に
ひ
び
き
わ
た
り
、
こ
ゝ
ろ
す
ご

（凄
）
か
り
け
れ
ば
、
ま
い
り
て
あ
り
け

る
人
々
も
、
か
へ
ら
ん
事
を
わ
す
れ
に
き
。
皆
人
い
ち

（市
）
の
や
う
に
あ
つ
ま
り
て
み
け
れ
ば
、
を
さ
な
き
人
に
て
法
師
と

も
を
ぼ
え
ず
、
を
う
な
に
て
も
な
か
り
け
り
。



（大
橋
家
伝
）

何
と
か
お
も
ひ
け
ん
、
い
そ
き
山
寺
に
立
帰
り
、
家

へ
も
ゆ
か
す
法
華
経
を
よ
み
し
か
は
、　
一
部
始
終
を
そ
ら
ん
じ
け
り
、

た

ゝ
い
の
る
事
と
て
は
父
を

一
度
相
見
た
き
と
、
現
世
安
穏
後
世
善
所
と
計
か
き
く
と
き
て
ぞ
ね
か
ひ
け
る
、
十
二
二
な
れ
る

比
、
余
り
に
父
の
恋
し
さ
に
尋
ね
見
は
や
と
思
ひ
立
、
母
か
も
と
へ
立
帰
り
、
哀
れ
ね
か
は
く
ハ
某
二
三
年
の
暇
を
た
ひ
給
へ
、

鎌
倉
に
下
り
つ
ゝ
恋
し
き
父
に
参
り
合
御
供
申
下
ら
ん
と
い
ふ
、
母
ハ
大
き
に
驚
き
て
、
そ
れ
こ
そ
叶
う
ま
し
き
事
な
れ
、　
一

日
、
二
日
の
旅
路
な
ら
ぬ
に
、
た
れ
を
た
よ
り
に
尋
ぬ
へ
き
、
た
と
へ
尋
ね
行
た
り
と
も
あ
は
ん
事
は
不
定
也
、
其
上
大
橋
某

か
子
と
し
れ
ハ
忽
ち
命
を
失
ふ
へ
し
、
み
つ
か
ら
金
吾
殿
に
わ
か
れ
し
後
、
測
に
も
身
を
し
つ
め
ん
と
お
も
ひ
し
か
と
、
若
殿

に
心
を
慰
て
か
い
な
き
命
な
か
ら
へ
て
有
し
に
、
思
ひ
よ
ら
さ
る
事
と
も
や
、
叶
う
ま
し
と
あ
り
け
れ
ハ
、
声
仁
王
丸
ま
た
押

返
し
て
、
仰
に
は
侍
れ
共
父
の
御
行
衛
を
尋
る
も
母
の
御
お
も
ひ
を
や
め
ん
か
為
に
候
ぞ
や
、
其
上
仏
も
孝
行
ハ
万
の
功
徳
に

ま
さ
る
と
や
ら
ん
、
経
に
も
と
か
せ
給
ふ
な
れ
、
年
こ
そ
お
さ
な
く
候
と
も
、
死
生
も
い
ま
た
定
ら
ぬ
父
を
尋
奉
ら
す
ハ
、
神

明
仏
陀
も
に
く
し
と
お
ほ
し
た
る
へ
し
、
ま
け
て
暇
を
た
ひ
給

へ
と
か
き
く
と
き
て
云
け
れ
は
、
と
む
る
と
も
叶
ま
し
き
然
を

見
て
、
其
儀
な
ら
は
心
に
ま
か
せ
よ
と
許
け
る
に
、
声
仁
王
丸
大
に
悦
て
僧
の
形
に
出
立
、
中
将
と
名
を
あ
ら
た
め
、
乳
母
子

の
松
若
と
云
も
の

一
人
を
召
具
し
て
鎌
倉
に
下
り
着
、
需
ケ
岡
八
幡
の
宝
殿
に
詣
て
つ
ゝ
心
中
の
祈
願
を
相
の
へ
、
成
ノ
時
よ

り
申
の
終
り
ま
て
法
華
経
を
ぞ
よ
ミ
に
け
る
。
其
声
宝
殿
に
ひ
び
き
渡
り
て
よ
に
殊
勝
に
そ
聞
え
け
る
、
参
詣
の
輩
は
皆
感
涙

を
流
し
け
り
、

⌒四
）（南
条
殿
御
返
事
）

歴
史
介
料
と
し
て
の
日
立
空
人
邊
大
に
つ
い
て



お
り
し
も
き
や
う

全
こ

の
に
ゐ

（二
位
）
ど
の
御
さ
ん
け
い
あ
り
け
り
。
人
め
を
し
の
ば
せ
給
て
ま
い
り
給
た
り
け
れ
ど
も
、

御
紅
の
た
う
と
き
事
つ
ね
に
も
す
ぐ
れ
た
り
け
れ
ば
、
は
つ
る
ま
で
御
聴
聞
あ
り
け
り
。
さ
て
か
へ
ら
せ
給
て
を
は
し
け
る
が
、

あ
ま
り
な
ご
り
の
を
し
さ
に
、
人
を
つ
け
て
を
き
て
、
大
路
殿
へ
か
ゝ
る
事
あ
り
と
申
せ
給
け
れ
ば
、
め
し
て
持
佛
堂
に
し
て

御
経
よ
ま
せ
ま
い
ら
せ
給
け
り
。

（大
橋
家
伝
）

此
時
頼
朝
の
御
台
所
ひ
そ
か
に
参
詣
ま
し
／
ゝ
て
内
陣
に
お
は
せ
し
か
、
あ
ま
り
に
殊
勝
に
思
し
け
れ
ハ
、
彼
の
児
を
召
出
し

御
心
見
に
法
華
経
の
功
徳
を
問
せ
給
ふ
に
、
其
答

へ
明
か
な
り
け
れ
ハ
、
御
帰
館
の
後
頼
朝
公
に
か
く
と
語
ら
せ
給
ヘ
ハ
、
頼

朝
公
も
不
思
儀
に
思
召
、
や
か
て
御
所
に
召
出
さ
れ
、
法
華
経
の
内
に
て
御
不
審
の
条
々
を
問
せ
給
ふ
に
、
悉
く
即
座
に
訓
訳

し
た
り
け
る
、
頼
朝
公
大
御
感
有
て
、
抑
此
児

ハ
文
殊
菩
薩
の
再
来
に
や
、
知
恵
と
云
、
容
鬼
と
云
、
類
す
く
な
く
覚

へ
た
り
、

（五
）（南
条
殿
御
返
事
）

さ
て
次
日
又
御
慕
聞
あ
り
け
れ
ば
、
西
の
み
か
ど

（御
門
）
人
さ
わ
ぎ
け
り
。
い
か
な
る
事
ぞ
と
き
き
し
か
ば
、
今
日
は
め
し

う
ど
の
く
び
き
ら
る
ゝ
と
の
ゝ
し
り
け
り
。
あ
わ
れ
、
わ
が
を
や
は
い
ま
ま
で
有
べ
し
と
は
を
も
わ
ね
ど
も
、
さ
す
が
人
の
く

び
を
き
ら
る
ゝ
と
申
せ
ば
、
我
身
の
な
げ
き
と
を
も
ひ
て
な
み
だ
ぐ
み
た
り
け
り
。
大
路
殿
あ
や
し
と
ご
ら
ん
じ
て
、
わ
ち
ご

（和
兒
）
は
い
か
な
る
も
の
ぞ
、
あ
り
の
ま

ゝ
に
申
せ
と
あ
り
し
か
ば
、
上
く
だ
ん
の
事

一
々
に
申
け
り
。
を
さ
ふ
ら
ひ
に
あ

り
け
る
大
名
小
名
、
み
す

（翠
簾
）
の
内
、
み
な
そ
で
を
し
ぼ
り
け
り
。
大
路
殿
か
ぢ
わ
ら

（梶
原
）
を
め
し
て
を
ほ
せ
あ
り



け
る
は
、
大
は
し
の
太
郎
と
い
う
め
し
う
ど
ま
い
ら
せ
よ
と
あ
り
し
か
ば
、
只
今
く
び
き
ら
ん
と
て
、
ゆ
い

（由
比
）
の
は
ま

へ
つ
か
わ
し
候
ぬ
。
い
ま
は
き
り
て
や
候
ら
ん
と
申
せ
し
か
ば
、
こ
の
ち
ご
御
ま

へ
な
り
け
れ
ど
も
、
ふ
し
こ
ろ
び
な
き
に
け

り
。
を

ゝ
せ
の
あ
り
け
る
は
、
か
ぢ
わ
ら
わ
れ
と
は
し
り
て
、
い
ま
だ
切
ず
ば
ぐ

（具
）
し
て
ま
い
れ
と
あ
り
し
か
ば
、
い
そ

ぎ
〆
ゝ
ゆ
い
の
は
ま

へ
は
せ
ゆ
く
。
い
ま
だ
い
た
ら
ぬ
に
よ
ば
わ
り
け
れ
ば
、
す
で
に
頸
切
と
て
、
刀
を
ぬ
き
た
り
け
る
と
き

な
り
け
り
。
さ
て
か
ぢ
わ
ら
を

ゝ
は
し
の
太
郎
を
、
な
わ
つ
け
な
が
ら
ぐ

（具
）
し
ま
い
り
て
、
を

ゝ
に
は

（大
庭
）
に
ひ
き

す
へ
た
り
け
れ
ば
、
大
将
殿
こ
の
ち
ご
に
と
ら
せ
よ
と
あ
り
し
か
ば
、
ち
ご
は
し
り
を
り
て
、
な
わ
を
と
き
け
り
。
大
は
し
の

太
郎
は
わ
が
子
と
も
し
ら
ず
、
い
か
な
る
事
ゆ
へ
に
た
す
か
る
と
も
し
ら
ざ
り
け
り
。
さ
て
大
路
殿
又
め
し
て
、
こ
の
ち
ご
に

や
う
／
ゝ
の
御
ふ
せ
た
び

（給
）
て
、
を

ゝ
は
し
の
太
郎
を
た
ぶ

（給
）
の
み
な
ら
ず
、
本
領
を
も
安
堵
あ
り
け
り
。
大
持
殿

を
ほ
せ
あ
り
け
る
は
、
法
華
経
の
御
事
は
、
昔
よ
り
さ
る
事
と
は
き
き
つ
た
へ
た
れ
ど
も
、
丸
は
身
に
あ
た
り
て
二
の
ゆ
へ
あ

り
。　
一
に
は
故
親
父
の
御
く
び
を
、
大
上

（政
）
入
道
に
切
て
あ
さ
ま
し
と
も
い
う
ば
か
り
な
か
り
し
に
、
い
か
な
る
紳
佛
に

か
申
べ
き
と
を
も
い
し
に
、
走
湯
山
の
妙
法
尼
よ
り
法
華
経
を
よ
み
つ
た
へ
、
千
部
と
申
せ
し
時
、
た
か
を

公局
雄
）
の
も
ん

が
く
房
、
を
や
の
く
び
を
も
て
来
て
み
せ
た
り
し
上
、
か
た
き
を
打
の
み
な
ら
ず
、
日
本
国
の
武
士
の
大
寿
給
て
あ
り
。
こ
れ

ひ
と
へ
に
法
華
経
の
御
利
生
な
り
。
二
に
は
こ
の
ち
ご
が
を
や
を
た
す
け
ぬ
る
事
不
思
議
な
り
。
大
橋
の
太
郎
と
い
う
や
つ
は
、

頼
朝
き
く
わ
い
な
り
と
を
も
う
。
た
と
い
勅
宣
な
り
と
も
か
へ

（返
）
し
申
て
、
く
び
を
き
り
て
ん
。
あ
ま
り
の
に
く
さ
に
こ

そ
、
十
二
年
ま
で
土
の
ろ
う
に
は
入
て
あ
り
つ
る
に
、
か

ゝ
る
不
思
議
あ
り
。
さ
れ
ば
法
華
経
申
事
は
あ
り
が
た
き
事
な
り
。

頼
朝
は
武
士
の
大
路
に
て
、
多
の
つ
み
つ
も
り
て
あ
れ
ど
も
、
法
華
経
を
信
ま
い
ら
せ
て
候

へ
ば
、
さ
り
と
も
と
こ
そ
を
も
ヘ

と
な
み
だ
ぐ
み
給
け
り
。

歴
史
介
料
と
し
て
の
日
こ
聖
人
邊
人
に
つ
い
て



（大
橋
家
伝
）

い
か
な
る
者
の
子
な
る
そ
や
、
何
に
て
も
望
あ
ら
は
叶

へ
し
と
云
け
れ
ハ
、
我
身
別
て
の
そ
ミ
と
て
も
候
ハ
す
、
只

一
ツ
の
願

い
候
と
申
も
教
て
き

ゝ
居
た
り
、
頼
朝
あ
や
し
く
思
召
、
何
様
此
児
は
ふ
か
く
物
を
お
も
ひ
入
た
る
け
し
き
な
り
、
何
事
の
望

そ
や
、
頼
朝
か
身
二
及
ふ
事
な
ら
ハ
八
幡
も
御
照
覧
あ
れ
、
叶
ふ
へ
し
と
あ
り
け
れ
は
、
児
は
涙
を
お
し
と

ゝ
め
な
く
〆
ゝ
申

け
る
ハ
、
某
父
は
筑
紫
肥
後
国
に
て
大
橋
左
衛
門
貞
経
と
申
者
二
て
候
、
貞
経
を
召
下
さ
れ
し
時
、
某
は
い
ま
た
胎
内
に
居
候

ヘ
ハ
父
が
姿
を
見
す
候
得
と
も
、
余
り
な
つ
か
し
く
是
ま
て
尋
ね
参
り
た
り
、
も
し
な
か
ら
へ
て
候
ハ
ヽ
一
度
御
あ
わ
せ
た
ひ

給

へ
と
、
ふ
し
ま
ろ
ひ
て
ぞ
涙
居
た
る
、
頼
朝
此
由
聞
召
、
扱
は
貞
経
か
子
に
て
有
け
る
よ
な
、
大
橋

ハ
重
罪
の
者
な
り
と
い

へ
と
も
君
子
二
言
な
し
と
て
、
左
工
門
を
召
出
し
摩
仁
王
丸
に
賜
り
、
貞
経
叛
逆
の
者
な
れ
ハ
十
二
年
土
牢
二
い
れ
置
し
に
、

か

ゝ
る
不
思
儀
の
事
に
依
て
命
を
助
た
り
、
法
華
経
の
功
徳
言
二
の
へ
難
け
れ
は
、　
一
ツ
は
妙
典
に
対
し
奉
り
、
壱
ツ
ハ
児
か

孝
行
を
感
し
て
所
領
を
あ
た
へ
ん
と
て
、
左
工
門
親
子
に
肥
後
国
半
国
を
賜
り
、
御
い
と
ま
給
り
け
れ
ハ
、
若
は
大
き
に
よ
ろ

こ
ひ
父
と
共
に
国
に
下
り
、
母
に
逢
行
末
な
か
く
栄

へ
た
り
、
大
橋
左

工
門
通
貞
と
い
ひ
け
る
は
、
此
摩
仁
王
丸
の
事
な
り
け

いＨソ、
右
、
大
橋
家
伝
出
干
錦
嚢
移
文
、
今
村
井
武
あ
き
謄
写
而
伝
予
也
、
予
列
干
帖
中
而
備
千
後
日
遺
忘
畢
、

千
時
文
政
四
年
十
二
月
八
日
　
真
麿

（大
橋
系
図
）
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国
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篠
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構
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度
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家

貞

肋

Ｔ

Ｉ

貞

経
梅
翌
淋
謂
通
貞
炒

貞

一
鯛
齢
幸
庸
貞
憲

晟
　
　
　
　
　
　
　
貞
康
　
　
　
　
　
貞
清

高
一綸
粋
揃
Ｌ
慮
―
貞
省
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
元

庫
屋
厚
―
―
定
條
舗
＋
籠
矩
降
Ｆ
Ｉ
定
□
傲
誦
膳
微
榔
相
毅
士専
、

今
全
体
を
五
分
割
し
て
両
書
の
内
容
を
比
較
し
て
み
た
い
。

（
一
）
は
、
九
州
に
大
橋
太
郎

（『家
伝
』
で
は
大
橋
貞
経
）
と
い
う
武
将
が
居
た
が
、
源
頼
朝
公
の
勘
気
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
鎌

倉
の
牢
に
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
後
太
郎
の
妻
が
男
子
を
出
産
し
た
。
こ
の
部
分
で
は

『遺
文
』
で
大
橋
太
郎
、
『家
伝
』
で
大
橋
左

衛
門
尉
貞
経
と
あ
る
が
、
『家
伝
』
の
巻
頭
に
載
せ
ら
れ
た

「大
橋
家
系
図
」
の

「貞
経
」
の
注
記
に
は

「大
橋
左

工
門
、
太
郎
左

工
門
尉
」
と
あ
る
の
で
、
貞
経
が
太
郎
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
捕
え
ら
れ
て
入

っ
た
牢
が

『遺
文
』
で
は
由
比

が
浜
、
『家
伝
』
で
は
松
葉
ケ
谷
と
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も

「土
牢
」
と
あ
る
。
全
体
と
し
て

『家
伝
』
の
方
が
年
時
や
地
名
、
人

名
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
但
、
大
橋
太
郎
の
居
所
が
、
『遺
文
』
で
は
筑
紫
、
『家
伝
』
で
は
肥
後
と
地
名
が
異

っ
て
い
る
。
こ

晨
史
介
料
と
し
て
の
日
立
空
人
逍
人
に
つ
い
て



れ
は

『遺
文
』
は
後
段
に
蒙
古
襲
来
の
こ
と
を
記
し
て
あ
る
た
め
に
、
九
州
地
方
の
意
で
筑
紫
と
表
現
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

尚
、
『家
伝
』
で
は
太
郎
を
貞
経
、
そ
の
子
を
通
貞
と
し
て
い
て
、
既
述
の

『録
内
拾
遺
』
の
系
譜
と
異
な
る
が
、
本
稿
で
は

『家
伝
』
の
系
譜
を
採
り
た
い
。

（三
）
は
、
生
ま
れ
た
男
子
が
七
才
に
な

っ
た
の
で
、
勉
学
の
為
に
山
寺
に
登
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
仲
間
達
に
父
親
の
い
な
い
こ
と

を
笑
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
母
に
父
の
こ
と
を
尋
ね
、
母
か
ら
の
話
と
父
の
遺
品
と
し
て
先
祖
の
記
録
と
子
に
充
て
た
書
状
を
見
せ
ら

れ
て
泣
き
伏
し
た
と
あ
る
。
こ
こ
で

『家
伝
』
に
子
の
名
前
が

『摩
仁
王
丸
』
と
見
え
る
が
、
『遺
文
』
は

『家
伝
』
よ
り
も
わ
か

り
や
す
く
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（三
）
は
、
母
に
諭
さ
れ
た
子
が
山
寺
に
も
ど

っ
て
法
華
経
を
読
誦
し
て
、
法
華
経

一
部
を
暗
誦
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
二

才
の
時
父
恋
し
さ
の
た
め
に
故
郷
を
出
て
鎌
倉
に
向
い
鶴
岡
八
幡
宮
で
法
華
経
を
読
誦
し
た
。
そ
の
声
は
宝
殿
に
ひ
び
い
て
殊
勝
に

聞
こ
え
た
の
で
参
詣
人
達
が
帰
る
の
も
忘
れ
て
聞
き
ほ
れ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
こ
で

『遺
文
』
は
出
家
せ
ず
髪
を
つ
つ
ん
で
出
立
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
『家
伝
』
で
は
、
僧
の
形
に
出
立
、
中
将
と
名
を
あ

ら
た
め
、
乳
母
子
の
若
松
を
召
し
て
出
立
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
『遺
文
』
が

『家
殿
』
と
同
じ
内
容
の
記
述
を
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

（四
）
は
、
子
供
の
法
華
経
読
誦
を
参
詣
し
て
い
た
頼
朝
公
の
奥
方
が
聞
い
て
感
心
し
、
頼
朝
公
に
報
告
し
た
こ
と
か
ら
公
の
館

に
召
さ
れ
対
面
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『遺
文
』
は
、
館
の
持
仏
堂
で
法
華
経
を
読
誦
し
た
と
あ
り
、
『家
伝
』
で
は
、
頼
朝

公
か
ら
の
法
華
経
に
つ
い
て
の
質
問
に
即
答
し
て
ほ
め
ら
れ
た
と
あ

っ
て
異

っ
て
い
る
が
、
大
意
は
同
じ
で
あ
る
。

（五
）
は
、
『遺
文
』
で
は
囚
人
が
首
を
切
ら
れ
る
こ
と
を
聞
い
た
子
供
が
涙
ぐ
ん
だ
こ
と
を
頼
朝
公
が
不
審
に
思
い
事
情
を
聞
い

た
こ
と
、
『家
伝
』
で
は
頼
朝
公
が
子
供
の
殊
勝
な
こ
と
か
ら
望
み
を
聞
い
て
、
父
親
の
安
否
を
た
ず
ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、



頼
朝
公
の
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
、
父
の
大
橋
太
郎

（貞
経
）
の
罪
が
許
さ
れ
る
と
と
も
に
領
地
も
安
堵
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
大

橋
太
郎
の
生
命
を
救

っ
た
の
は
法
華
経
の
功
徳
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

こ
こ
で

『遺
文
』
で
は
、
大
橋
太
郎
は
首
を
切
ら
れ
る
寸
前
に
頼
朝
公
の
命
を
受
け
た
梶
原
景
時
に
救
わ
れ
た
こ
と
、
『家
伝
』

で
は
、
貞
経
は
重
罪
の
者
で
十
二
年
土
牢
に
入

っ
て
い
た
と
い
う
点
で
異
る
が
、
後
は
同
意
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
宗
祖
が

『家
伝
』
を
も
と
に

『遺
文
』
を
書
か
れ
、
事
実
の
伝
承
を
も
と
に
信
者
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
表

現
を
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

『南
条
殿
御
返
事
』
を
書
か
れ
る
際
に
、
南
条
時
光
の
父
親
を
供
養
す
る
と
い
う
孝
養
心
に

つ
い
て
、
大
橋
太
郎
の
孝
子
諄
を
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

そ
し
て

『遺
文
』
『家
伝
』
を
比
較
し
た
時
に
、
『家
伝
』
が
大
橋
家
に
つ
い
て
の
出
来
事
を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『遺

文
』
は
子
供
が
生
き
別
れ
た
父
親
の
行
方
を
求
め
る
物
語
と
し
て
整
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
は
宗
祖
が

『平
家
物
語
』

『源
平
盛
衰
記
』
と
い
っ
た
軍
記
物
を
見
て
お
ら
れ
た
と
の
説
か
ら
す
れ
ば
、
聖
人
の
遺
文
叙
述
の

一
つ
の
形
式
と
し
て
書
か
れ
た

例
と
も
考
え
ら
れ
る
。

尚
こ
の
遺
文
に
つ
い
て
浅
井
要
麟
氏
は
、
頼
朝
が
法
華
経
を
信
仰
し
て
い
た
の
で
、
宗
祖
は
頼
朝
の
行
為
を
善
意
的
に
見
て
い
た

と
解
説
し
て
い
る
。

四
　
法
華
経
読
誦
に
よ
る
免
罪
と
孝
子
観
に
つ
い
て

大
橋
太
郎
諄
は
、
子
供
の
法
華
経
読
誦
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
囚
人
で
あ

っ
た
父
親
の
命
が
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
現
実
に

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
有
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

産
史
介
料
と
し
て
の
日
立
空
人
逍
夫
に
つ
い
て



『吾
妻
鏡
』
治
承
五
年

（
一
一
八
こ

七
月
五
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

長
尾
新
六
定
景
蒙
二厚
免
一、
是
去
年
石
橋
合
戦
之
時
、
討
二佐
奈
田
余

一
義
忠
一之
間
、
武
衛
殊
被
レ虎
二奇
性
一、
賜
二十
義
忠
父
岡

崎
四
郎
義
賞
一、
々
生
死
自
専
二
慈
悲
一者
也
、
傷
不
レ
能
三臭
首
・一、
只
篤
二
囚
人
一送
レ
日
之
虎
、
定
景
令
レ
持
二
法
華
経
一、
毎
日
転
読

敢
不
レ怠
、
而
義
賞
称
三去
夜
有
二夢
告
一、
申
二武
衛
一云
、
定
景
篤
二愚
息
敵
一之
間
、
不
レ加
二誅
貌
一者
、
雖
レ難
レ散
二欝
陶
一、
篤
二

法
華
持
者
一、
毎
レ
間
二読
誦
之
声
一、
怨
念
漸
蓋
、
若
被
レ誅
レ
之
者
、
還
可
レ篤
二義
忠
之
冥
途
雛
一牧
、
欲
レ申
二宥
之
一者
、
仰
云
、

篤
レ休
二義
賞
之
欝
陶
一、
下
賜
畢
、
奉
レ
優
二法
華
経
一之
条
、
尤
同
心
也
、
早
可
レ依
塁
南
者
、
則
免
許
一万
ヽ

こ
れ
は
長
尾
新
六
定
景
が
石
橋
合
戦
の
折
に
佐
奈
田
余

一
義
忠
を
討

っ
た
こ
と
か
ら
捕
え
ら
れ
、
頼
朝
に
よ
り
義
忠
の
父
の
義
賞

に
預
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
義
賞
は
定
景
を
殺
さ
ず
に
囚
人
と
し
て
捕
え
て
い
た
が
、
そ
の
間
定
景
は
毎
日
法
華
経
を
読
誦
し
て
い

た
。
そ
こ
で
義
賓
が
頼
朝
に
申
し
た
こ
と
は
、
定
景
は
息
子
の
敵
な
の
で
殺
さ
ぬ
と
満
足
出
来
ぬ
と
思
っ
て
い
た
が
、
毎
日
法
華
経

読
誦
の
声
を
聞
く
と
怨
念
の
気
持
も
消
え
て
し
ま

っ
た
。
今
定
景
を
殺
せ
ば
息
子
の
死
後
の
世
界
で
の
障
り
に
な

っ
て
し
ま
う
。
も

う
許
し
て
や
り
た
い
と
、
頼
朝
は
定
景
を
義
賞
に
与
え
た
の
は
、
父
親
と
し
て
の
怨
念
を
晴
さ
せ
る
た
め
で
あ

っ
た
。
法
華
経
を
読

誦
し
て
い
る
の
で
許
し
た
い
と
い
う
気
持
は
自
分
も
同
じ
で
あ
る
。
思
い
通
り
に
す
れ
ば
よ
い
と
、
そ
し
て
定
景
は
放
免
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
記
事
か
ら
、
法
華
経
読
誦
に
よ
っ
て
囚
人
の
命
が
救
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
頼
朝
の
息
子
の
頼
家
が
将
軍
の
代
の
こ
と
で
あ
る
が

『吾
妻
鏡
』
に
孝
子
の
例
が
み
え
る
。

建
仁
二
年

（
〓
一〇
一
こ

〓
一月
八
日

御
所
御
鞠
、
人
数
如
レ
例
、
此
御
会
連
日
儀
也
、
其
後
入
二御
干
比
企
判
官
能
員
之
宅
一、
庭
樹
花
盛
之
間
、
兼
啓
二案
内
一之
故
也
、

愛
有
下自
一一京
都
一下
向
舞
女
上
号
微
妙
ヽ
盃
酌
之
際
被
レ
召
二出
之
一、
歌
舞
蓋
レ曲
、
金
吾
頻
感
給
之
、
廷
尉
申
云
、
此
舞
女
依
レ有
二



愁
訴
之
旨
一、
凌
二
山
河
一参
向
、
早
直
可
レ被
二
尋
聞
食
一者
、
金
吾
令
レ
尋
二其
旨
一給
之
虎
、
彼
女
落
涙
数
行
、
無
二左
右
一不
レ
出
レ

詞
、
恩
問
及
二度
々
一之
間
、
申
云
、
去
建
久
年
中
、
父
右
兵
衛
尉
篤
成
、
依
二
不
読
一篤
二官
人
一被
基
本獄
一、
而
以
二
西
獄
囚
人
等
・

篤
レ給
二奥
州
夷
一、
被
レ放
一一遣
之
一、
将
軍
家
雑
色
請
取
下
向
畢
、
篤
成
在
二其
中
、
母
不
レ堪
一一愁
歎
一卒
去
、
其
時
我
七
歳
也
、
無
二

兄
弟
親
呪
一、
多
年
沈
二
孤
独
之
恨
一、
漸
長
大
之
今
、
恋
慕
切
之
故
、
篤
レ知
二
彼
存
亡
一、
始
慣
二
当
道
一、
而
赴
二東
路
一√
ヽ
聞
レ
之

輩
悉
催
二悲
涙
一、
速
遣
二御
使
於
奥
州
一、
可
レ被
二尋
仰
一之
由
、
有
一■
ハ沙
汰
、

同
年
三
月
十
五
日

今
日
御
鞠
、
及
一終
日
一、
（中
略
）
其
後
尼
御
台
所
入
二御
左
金
吾
御
所
一、
召
二
舞
女
微
妙
一、
覧
二
其
芸
一、
是
依
下
令
レ
感
二
恋
レ
父
之

士Ｐ
給
上
也
、
芸
能
頗
抜
群
之
間
、
篤
レ
尋
二彼
父
存
亡
一、
被
レ
遣
二使
者
於
奥
州
一√
ヽ

同
年
八
月
五
日

所
レ被
一一遣
二奥
州
一之
雑
色
男
帰
参
「
舞
女
父
篤
成
已
亡
一√
ヽ
彼
女
沸
泣
悶
絶
辟
地
一√
ヽ

同
年
八
月
十
五
日

入
レ夜
、
舞
女
微
妙
於
二栄
西
律
師
禅
坊
一遂
二出
家
一、
拳
持
篤
レ訪
二
父
夢
後
Ｌ
々
、
尼
御
台
所
御
哀
憐
之
余
、
賜
二居
所
於
深
沢
里

辺
ヽ

常
可
レ参
二御
持
仏
堂
御
一之
由
、
被
二仰
含
Ｌ
々
、

こ
れ
は
三
月
八
日
幕
府
御
所
の
蹴
鞠
の
日
の
宴
会
に
呼
ば
れ
た
舞
女
微
妙
の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
微
妙
の
父
親
が
読

訴
に
よ
っ
て
囚
人
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
囚
人
達
が
奥
州
の
夷
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
旅
立

っ
た
。
母
親
は
愁
の
あ
ま
り
微
妙
が

七
才
の
時
に
亡
く
な

っ
た
。
成
長
し
た
の
で
父
に
会
い
た
く
て
今
度
東
国
に
来
た
と
。
直
ち
に
調
べ
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
八

月
五
日
に
な
っ
て
使
が
帰
り
微
妙
の
父
が
既
に
死
亡
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ
た
。
微
妙
は
悲
し
み
十
五
日
に
栄
西
律
師
の
も
と
で
出

家
し
た
。
御
台
所
政
子
は
哀
れ
ん
で
住
居
を
与
え
、
自
分
の
持
仏
堂
に
参
る
よ
う
に
申
し
た
と
い
う
。

歴
史
介
料
と
し
て
の
日
立
聖
人
邊
人
に
つ
い
て



こ
の
よ
う
な
出
来
事
が
、
幕
府
の
行
事
な
ど
を
記
録
し
た

『吾
妻
鏡
』
に
記
載
さ
れ
、
当
時
の
権
力
者
が
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
を

見
る
と
、
連
日
人
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
世
情
の
中
で
、
親
子
の
情
を
思
い
や
る
気
持
が
強
か
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
、
大
橋
父

子
の
話
も
警
話
で
は
な
く
実
際
に
あ

っ
た
こ
と
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
た
い
。

五
　
大
橋
家
の
存
在
に
つ
い
て

現
在
大
橋
太
郎
家
の
存
在
を
示
す
も
の
は
、
『大
橋
家
伝
』
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
大
橋
家
は
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

後
の
資
料
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
徳
川
幕
府
に
仕
え
た
武
士
の
家
系
図
を
編
纂
し
た

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
中
に
大
橋
家
系
図
が

あ
る
。

大
橋
家
筆
頭
の
家
系
は
、
大
橋
親
俊
―
親
勝
―
親
善
―
親
祥
―
親
明
―
親
義
―
住
則
―
住
之
と
い
う
流
れ
で
、
六
代
親
義
は
上

総

・
下
総

・
相
模
三
国
で
二
千
百
二
十
石
を
領
し
、
長
崎
奉
行
、
勘
定
奉
行
も
勤
め
た
が
、
知
人
の
領
地
の
農
民
騒
動
へ
の
対
応
が

悪
く
職
を
追
わ
れ
、
他
家
に
召
し
預
け
の
身
と
な

っ
た
。
子
供
の
住
則
に
至

っ
て
明
和
三
年

（
一
七
工全
〇

四
月
二
十
六
日
恩
免
さ

れ
た
。
こ
の
大
橋
系
図
の
端
書
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

藤
原
氏
　
支
流
　
大
橋

親
義
が
と
き
、
罪
あ
り
て
家
た
ゆ
、
庶
流
大
橋
典
惣
右
衛
門
親
載
が
今
の
呈
譜
に
、
は
じ
め
平
氏
に
し
て
の
ち
藤
原
に
あ
ら
た

む
。
先
祖
筑
後
守
家
貞
肥
後
国
山
本
郡
大
橋
に
居
住
せ
し
に
よ
り
、
称
号
と
す
と
い
ふ
。

こ
の
よ
う
に
平
家
貞
の
末
裔
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
家
系
上
は
江
戸
時
代
ま
で
続
い
た
家
柄
と
考
え
た
い
。



む
す
び

こ
れ
ま
で

『南
条
殿
御
返
事
』
に
記
さ
れ
た
大
橋
太
郎
諄
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
て
き
た
。
既
述
の
如
く
、
日
蓮
聖
人
は
当
時
広

く
知
ら
れ
て
い
た

『大
橋
家
伝
』
の
内
容
を
も
と
に
信
者
の
南
条
時
光
に
対
し
て
進
物

へ
の
礼
状
の
中
で
親
孝
行
の
話
を
書
か
れ
た

も
の
で
あ
ろ
つヽ
。

『家
伝
』
か
ら
大
橋
太
郎
の
話
を
文
治
二
年

（
一
一
八
工Ｏ

の
出
来
事
と
す
る
と
、
本
遺
文
成
立
の
建
治
二
年

（
〓
一七
工Ｏ

か
ら

八
十
年
前
に
起

っ
た
事
件
で
あ
り
、
著
さ
れ
た
の
は
聖
寿
五
十
五
歳
で
身
延
在
山
時
の
述
作
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
法
華
経
に
よ
る
孝
行
諄
は
、
当
時
の
歴
史
を
記
録
し
た

『吾
妻
鏡
』
に
記
載
さ
れ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
に
記
載

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
こ
の
話
が
真
実
の
話
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
出
て
く
る
。

し
か
し
、
日
蓮
聖
人
が
直
筆
書
簡
に
記
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
と
、
現
在

『大
橋
家
伝
』
が
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
原
形

と
な
る
事
実
が
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

現
存
の

『大
橋
家
伝
』
に
つ
い
て
信
憑
性
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
聖
人
に
引
用
さ
れ
た
こ
と
で
も
と
の
家
伝
が
鎌
倉
時
代

に
存
在
し
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宗
祖
遺
文
の
解
説
書
を
見
る
時
に

『録
内
拾
遺
』
に
大
橋
太
郎
諄
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
元
政
上
人

『草
山
集
』
中

「六
萬
部
寺
縁
起
」
に
頼
朝
の
法
華
経
読
誦
の
功
徳
と
共
に
大
橋
太
郎
諄
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
日
蓮
門
下
の
人
々
は
、
法
華
経
読

誦
に
よ
る
功
徳
の
実
例
と
し
て
、
こ
の
話
を
承
知
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

現
在
遺
文
中
の
故
事

・
説
話
を
解
説
す
る
中
で
、
こ
の
孝
行
諄
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
実
際
に
起

っ
た
話
で
あ
る
か
否

歴
史
介
料
と
し
て
の
日
立
空
人
逍
夫
に
つ
い
て



か
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

最
近
御
遺
文
が

『鎌
倉
遺
文
』
に
収
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら

一
般
研
究
者
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
て
い
る
。

本
遺
文
も
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
間
に
若
干
の
表
記
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
筆
者
は
遺
文
を
文
献
資
料
と
し
て
研
究
す
る

に
つ
い
て
は
、
『鎌
倉
遺
文
』
を
も
参
照
す
べ
き
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

今
回
の

『南
条
殿
御
返
事
』
の
検
討
に
つ
い
て
も
ま
だ
問
題
と
な
る
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

王ヽ

（１
）
宗
祖
遺
文
の
参
考
資
料
に
つ
い
て
は
既
発
表
の
拙
稿
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿

「日
蓮
聖
人
遺
文
参
考
資
料
の

一
考
察

―
日
春

・
日
法
所
持
本
を
手
懸
り
と
し
て
―
」
翁
渡
辺
宝
陽
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
日
蓮
教
学
教
団
史
論
叢
』
平
成
十
五
年
　
平
楽
寺

書
店
）

（２
）
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
、
昭
和
六
十
年
身
延
山
久
遠
寺
発
行

（３
）
本
辞
典
が
編
纂
物
で
あ
る
た
め
新
出
の
成
果
を
入
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
真
蹟
遺
文

『鼠
入
鹿
事
』
翁
定

遺
』
二
―

〓
三
ハ
四
）
に
つ
い
て
拙
稿
で
本
遺
文
中
に

『扶
桑
略
記
』
の
逸
文
の
あ
る
こ
と
を
考
証
し
た
が
該
当
項
目
で
は
述
べ

ら
れ
て
い
な
い
。
拙
稿

「
『扶
桑
略
記
』
逸
文
再
考
」
翁
翫
鵬
誦
欲
郎
先
生
　
日
本
歴
史
の
構
造
と
展
開
』
山
川
出
版
社
　
昭
和
五
十
八
年
）

（４
）
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
、
身
延
山
久
遠
寺
発
行
　
昭
和
四
十
年
、
尚
、
『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
九
巻

（法
蔵
館
、

昭
和
五
十

一
年
）
三
十
三
頁
以
下
に
真
蹟
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（５
）
三
戸
勝
亮
著
　
ピ
タ
カ
　
昭
和
五
十
三
年



（６
）
日
蓮
聖
人
六
百
五
十
遠
忌
報
恩
記
念
会
編
集
　
守
屋
貫
教
著
　
日
本
仏
書
刊
行
会
　
昭
和
四
十
九
年

（７
）
師
子
工
文
庫
編
集
部
編
　
山
喜
房
仏
書
林
　
昭
和
四
十
三
年

（８
）
『仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
十

一
巻
　
大
東
出
版
社
　
昭
和
四
十
二
年
、
参
照
。

（９
）
本
山
本
満
寺
発
行
、
昭
和
五
十

一
年
、
『録
内
拾
遺
』
で
は
大
橋
太
郎
を
平
通
貞
、
そ
の
子
を
貞
経
と
す
る
が
、
後
掲
の
東
大

史
料
編
纂
所
蔵

『大
橋
家
伝
並
系
図
』
と
は
異

っ
て
い
る
。
相
違
に
つ
い
て
の
考
証
は
今
後
に
侯
ち
た
い
。

（１０
）
『補
訂
版
　
国
書
総
目
録
』
第
一
巻
　
岩
波
書
店
　
平
成
元
年
、
同
写
本
の
原
題
は

『大
橋
系
図
井
伝
平
ど

で
あ
る
。

（１１
）
『肥
後
古
記
集
覧
』
は
、
熊
本
市
史
関
係
資
料
集
　
第
四
集
と
し
て
平
成
十
二
年
三
月
に
熊
本
市
に
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

同
書

「刊
行
に
あ
た

っ
て
」
参
照
。

（・２
）
『大
橋
家
伝
』
は
、
註

（１１
）
引
用
書
に
よ
る
。

尚

『肥
後
古
記
集
覧
』
の
編
者
の
大
石
真
麿
は
、
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
生
、
天
保
八
年

（
一
人
三
七
）
八
月
二
日
没
、
四
十

八
才
。
魚
住
藤
右
衛
門
の
次
男
で
大
石
氏
の
養
嗣
と
な
る
。
経
歴
は
熊
本
藩
士
、
穿
菫
所
日
付
、
郡
代
、
天
守
方
日
付
を
務
め
た
。

百
五
十
石
。
長
瀬
真
幸
に
学
ん
だ
。
　

『国
書
人
名
辞
典
』
第

一
巻

（岩
波
書
店
、
平
成
五
年
）
に
よ
る
。

（・３
）
浅
井
要
麟

『日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
（平
楽
寺
書
店
　
昭
和
四
十
八
年
）
第
七
章
第

一
節
　
承
久
書
の
研
究
、
参
照
。
尚
、
日

蓮
聖
人
が

『平
家
物
語
』
を
読
ま
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
岡
元
錬
城

『日
蓮
聖
人
遺
文
研
究
』
第
二
巻

（山
喜
房
佛
書
林

平

成
五
年
）
中
、
「
日
蓮
聖
人
書
状

『神
国
王
御
書
』
の
研
究
―
そ
の
系
年
と
対
告
書
に
つ
い
て
―
」
の
中
で
、
コ
平
家
物
語
』
享

受

・
非
享
受
論
の
見
地
か
ら
」
（同
書

一
八
〇
頁
）
の
論
述
が
あ
る
。

（‐４
）
註

（１３
）
引
用
書
中

「源
頼
朝
に
対
す
る
日
蓮
聖
人
の
論
評
―
御
遺
文
研
究
の

一
方
式
―
」
（同
書
　
工全
ハ
四
頁
）
に
よ
る
。

（‐５
）
噺
楠
　
国
史
大
系
　
第
三
十
二
巻
　
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
七
年

歴
史
介
料
と
し
て
の
日
こ
聖
人
邊
夫
に
つ
い
て



（・６
）
註

（１５
）
引
用
書

（・７
）
『新
訂
　
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
六

（続
群
書
類
従
完
成
会
　
昭
和
四
十
年
）

（・８
）
註

（１１
）
参
照
。
太
田
亮

『姓
氏
家
系
大
辞
典
』
第

一
巻

（角
川
書
店
　
昭
和
三
十
八
年
）
「大
橋
」
の
項
、
参
照
。

（・９
）
『標
註
草
山
集
』
（本
山
本
満
寺
発
行
　
昭
和
五
十
二
年
）
巻
十
二
　
呉
之

一
一　

に
よ
る
。

（２０
）
石
川
教
張

「日
蓮
聖
人
と
故
事
説
話
」
（石
川
教
張

・
河
村
孝
照
編

『日
蓮
聖
人
大
事
典
』
国
書
刊
行
会
　
昭
和
五
十
八
年
　
所
収
）。

若
江
賢
三

・
小
林
正
博
共
著

『日
蓮
の
説
い
た
故
事

・
説
話
』
（第
三
文
明
社
　
平
成
十
六
年
）
参
照
。

（２．
）
拙
稿

「
『鎌
倉
遺
文
』
所
載
の

『日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
つ
い
て
」
翁
興
隆
学
林
紀
要
』
第
十
二
号
）
参
照
。

本
稿
で
検
討
し
て
い
る

『南
条
殿
御
返
事
』
は
、
『鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
第
十
六
巻

（竹
内
理
三
編
　
東
京
堂
出
版
　
昭
和
五

十
四
年
）
に
、　
〓

〓
二
一
一
号
文
書

「
日
蓮
書
状
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

両
遺
文
を
比
較
対
照
し
て
み
る
と
、
『日
蓮
遺
文
』
は
仮
名
に
濁
点
を
打

っ
て
い
る
が
、
『鎌
倉
遺
文
』
は
全
く
打
っ
て
い
な
い

点
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
他
所
の
相
違
に
つ
い
て
は
次
掲
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。
尚
、
行
数
は
各
々
本
文
の

一
行
日
か
ら
の

数
で
あ
る
。

1175117511741173117111711170 頁

8  3 13 10 4 行

と
か
れ
候

ゆ
ひ
の
は
ま

な
れ
し
か
ば

い
え

へ
か
へ
る

一
々
に
申
け
り
。
を
さ
ふ
ら
ひ
に

さ
る
事
と
は

丸
は
身
に
あ
た
り
て

日
蓮
遺
文

251251251250250249 249
下 下 上 下 上 下 上

頁

16 16 16 8  1 14 5 行

と
か
れ
て
候

ゆ
い
の
は
ま

な
れ
し
か

い
え

ゝ
か
へ
る

一
ゝ
に
申
け
り
を
、
さ
ふ
ら
ひ
に

さ
る
事
と
わ

丸
に
身
に
あ
た
り
て

鎌
倉
遺
文（傍

点
引
用
者
）



〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

日
蓮
遺
文
　
大
橋
太
郎
　
南
条
時
光
　
孝
子
諄
　
吾
妻
鏡

付
記
本
稿
は
平
成
二
十
三
年
九
月
開
催
の
法
華
宗
教
学
研
究
所
総
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
作
成
に
際
し
て

『大
橋
家
博
井
系
図
』
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
な
ら
び
に
史
料
調
査
に
御
指
導
賜
っ

た
同
所
中
世
史
料
部
助
教
村
井
祐
樹
先
生
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

晨
史
介
料
と
し
て
の
日
立
空
人
逍
人
に
つ


